
幕
末
の
疲
弊
し
た
社
会
の
再
建
人
・
二
宮

蘭

尊
徳
翁
の
「
報
徳
」
と
呼
ば
れ
る
人
づ
く
り
、

国
づ
く
り
の
思
想
と
そ
の
業
績
を
お
伝
え

す
る
博
物
館
で
す
・
多
数
の
尊
徳
翁
関
係

文
献
、
資
料
、
遺
品
、
文
化
財
等
を
陳
列
、

公
開
し
、
研
究
と
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

報
徳
訓

報
徳
博
物
館

た
と
え
ば
百
万
石
の
米
と
い
っ
て
も

粒
が
大
き
い
わ
け
で
は
な
い
。
一
万

町
歩
の
田
を
耕
す
の
も
、
一
鍬
ず

つ
の
手
わ
ざ
で
あ
る
。
千
里
の
道
も

一
歩
ず
つ
歩
い
て
行
き
着
く
の
だ

し
、
山
を
作
る
に
も
一
も
つ
こ
の
土

を
重
ね
て
ゆ
く
の
だ
。

こ
の
道
理
を
は
っ
き
り
わ
き
ま
え

て
、
精
を
出
し
て
小
さ
な
事
を
勤
め

て
ゆ
け
ば
大
き
な
事
は
必
ず
で
き
あ

が
る
。

江
戸
時
代
末
期
に
現
代
に
通
ず
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
真
っ
向
か
ら
取
り
組
み
、
人
々
の
や
る
気
を
興
し
な
が
ら

地
域
の
課
題
を
解
決
し
、
財
政
改
革
と
農
村
復
興
を
成
し
遂
げ
た
二
宮
尊
徳
翁
の
報
徳
思
想
と
報
徳
仕
法
は

私
達
が
生
き
る
現
代
の
諸
課
題
を
も
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
切
な
教
え
で
す
。

ぷ
ん

ど

二
宮
尊
徳
翁
が
残
し
て
く
れ
た

人
々
が
み
ん
な
こ
の
過
ち
を
悟
っ
て
、

●
分
度

分
度
を
守
っ
て
、
よ
く
譲
れ
ば
、
そ
の

教
え
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す

嘉
永
五
年
、
二
宮
尊
徳
翁
は
湯

町
村
は
富
み
栄
え
て
平
和
に
な
る
こ

ぶ
れ
の
ふ
ち
に
腰
か
け
て
、
こ
う
言

と
間
違
い
な
い
。
」

わ
れ
た
。

せ
き
し
よ
う

い
だ
い

「
世
の
中
で
は
、
そ
な
た
た
ち
の
よ
う

●
積
小
為
大

とぉ
な
富
者
が
、
み
ん
な
足
る
こ
と
を
知

●
遠
き
を
は
か
る

大
き
な
事
を
し
た
い
と
思
え
ば
、

ら
ず
に
、
飽
く
ま
で
利
を
む
さ
ぼ
り
、

小
さ
な
事
を
怠
ら
ず
勤
め
る
が
よ

不
足
を
唱
え
て
い
る
。
そ
れ
は
ち
よ

「
遠
い
先
の
こ
と
を
考
え
る
も
の
は

い
。
そ
れ
は
小
が
積
っ
て
大
と
な
る
か

う
ど
、
大
人
が
こ
の
湯
ぶ
れ
の
中
に

富
み
、
近
ま
の
こ
と
ば
か
り
考
え
る

ら
だ
。

突
っ
立
っ
て
、
か
が
み
も
せ
ず
に
、
湯

者
は
貧
乏
す
る
」

お
よ
そ
小
人
の
常
と
し
て
、
大
き
な

を
肩
に
か
け
な
が
ら
、
湯
ぶ
れ
が
浅

遠
い
先
の
こ
と
を
考
え
る
者
は
、

事
を
望
ん
で
小
さ
な
事
を
怠
り
、
で

す
ぎ
る
ぞ
、
膝
ま
で
も
こ
な
い
ぞ
と
、

百
年
の
ち
の
た
め
に
松
・
杉
の
苗
で

き
に
く
い
事
に
気
を
も
ん
で
、
で
き
や

怒
鳴
る
よ
う
な
も
の
だ
・
自
分
が
か

も
植
え
る
。
ま
し
て
春
植
え
て
秋
実

す
い
事
を
勤
め
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
つ

が
み
さ
え
す
れ
ば
、
湯
は
た
ち
ま
ち

る
も
の
な
ど
当
た
り
前
の
こ
と
だ
。

い
に
大
き
な
事
を
成
し
遂
げ
ら
れ
な

肩
ま
で
来
て
、
自
然
と
十
分
に
な
る

だ
か
ら
富
有
で
い
ら
れ
る
・
と
こ
ろ

い
・
そ
れ
は
、
大
は
小
の
積
ん
で
大
と

だ
ろ
う
。
ほ
か
に
求
め
る
も
の
が
ど
こ

が
、
目
先
の
こ
と
ば
か
り
考
え
る
者

な
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
だ
。

に
あ
ろ
う
か
。
世
間
の
富
者
が
不
足

は
、
春
植
え
て
秋
実
る
も
の
で
さ
え
、

今
も
大
切
に
し
た
い
報
徳
の
教
え

帝
＃
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父
母
の
根
元
は
天
地
の
今
命
に
在
り

身
体
の
根
元
は
父
母
の
生
育
に
在
り

子
孫
の
相
続
は
夫
婦
の
丹
精
に
在
り

父
母
の
富
貴
は
祖
先
の
勤
功
に
在
り

吾
身
の
富
貴
は
父
母
の
積
善
に
在
り

子
孫
の
富
貴
は
自
己
の
勤
労
に
在
り

身
命
の
長
養
は
衣
食
住
の
三
に
在
り

衣
食
住
の
三
は
田
畑
山
林
に
在
り

田
畑
山
林
は
人
民
の
勤
耕
に
在
り

今
年
の
衣
食
は
昨
年
の
産
業
に
在
り

来
年
の
衣
食
は
今
年
の
銀
難
に
在
り

年
々
歳
々
報
徳
を
忘
る
べ
か
ら
ず

（、〕リ

を
唱
え
る
の
は
、
こ
れ
と
何
ら
変
わ

り
は
な
い
。
お
よ
そ
、
分
限
を
守
ら
な

け
れ
ば
、
千
万
石
あ
っ
て
も
な
お
不

足
だ
。
ひ
と
た
び
分
に
過
ぎ
た
過
ち

を
悟
っ
て
分
度
を
守
れ
ば
、
余
財
が

お
の
ず
か
ら
で
き
、
十
二
分
に
人
を

救
え
る
は
ず
だ
・
百
石
の
者
は
五
十

石
に
か
が
ん
で
五
十
石
の
余
財
を
譲

る
。
も
し
町
村
で
、
ひ
と
り
こ
の
道
を

ふ
む
者
が
あ
れ
ば
、
人
々
は
み
ん
な

分
を
越
え
た
過
ち
を
悟
る
だ
ろ
う
。

h

当
神
社
の
御
祭
神
で
あ
る
二
宮

尊
徳
翁
は
自
ら
の
力
で
学
び
、

そ
し
て
気
づ
き
を
得
な
が
ら
報

徳
思
想
と
呼
ば
れ
る
偉
大
な
る

精
神
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
尊
徳
翁
の
精
神
は
永
遠
に

変
わ
る
こ
と
の
な
い
真
理
を
貫

き
、
何
時
の
時
代
に
お
い
て
も
、

人
づ
く
り
、
国
づ
く
り
の
土
台

と
な
る
精
神
で
あ
り
ま
す
。

報
徳
訓
は
そ
の
精
神
（
報
徳
の

道
）
を
わ
か
り
や
す
く
表
現
し

て
い
る
も
の
で
す
。

報
徳
訓
解
説
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住 所：〒250-00 1 3
聯

小田原市南町l- 5-72

T E L : 0465-23－1151

開館時間：9:30～16:30 (最終入館16:00）

入館 料：大人(中学生以上)300円
小学生以下無料 ＃

休 館 日：毎週水曜日・木曜日・金曜日

年末年始等不定期あり

※詳細はホームページで

https://www.hotoku.or.j p
団体見学の場合は休館日でも承ります”ご相談下さい。

ま
わ
り
く
ど
い
と
い
っ
て
、
た
だ
眼
前

の
利
益
に
迷
っ
て
、
ま
か
ず
に
取
り
、

植
え
ず
に
刈
る
よ
う
な
こ
と
ば
か
り

目
を
つ
け
る
・
だ
か
ら
貧
窮
す
る
の

だ
。
ま
か
ず
に
取
り
、
植
え
ず
に
刈
る

よ
う
な
も
の
は
、
眼
前
に
利
益
が
あ

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
度
取
っ
た
ら

二
度
と
刈
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
ま
い

て
取
り
、
植
え
て
刈
る
も
の
は
、
年
々

歳
々
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。
だ
か
ら

無
尽
蔵
と
い
う
の
だ
。

1

1

』
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〆

ジ
ル

４
「
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ン
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お問合わせ 報徳二宮神社 社務所

小田原市城内8-10電話0465-22-2250 https://www.ninomiya.or.jP



常
講
」
と
名
付
け
た
互
助
組
織
を

立
ち
上
げ
、
後
に
こ
れ
を
生
活
苦

に
あ
え
ぐ
下
級
藩
士
に
ま
で
広

げ
た
。
ま
た
、
斗
枡
の
統
一
を
進

言
し
、
公
正
な
も
の
と
し
た
。

文
政
元
年
に
は
、
藩
主
大
久
保

忠
真
公
か
ら
「
其
の
身
は
勿
論
、

村
為
に
も
な
り
」
と
表
彰
さ
れ
、
こ

れ
が
生
涯
を
通
ず
る
「
自
他
振

替
」
の
契
機
と
な
っ
た
。

三
、
難
村
復
興
に

取
り
組
む

藩
主
大
久
保
忠
真
の
命
を
受
け

て
、
極
度
に
疲
弊
荒
廃
し
た
分
家

の
旗
本
宇
津
家
の
桜
町
領
（
栃
木

県
真
岡
市
）
を
物
心
両
面
に
わ
た
っ

て
立
ち
直
ら
せ
た
・
そ
れ
以
後
も

周
辺
の
旗
本
領
な
ど
の
求
め
に
力

報
徳
二
宮
神
社
御
祭
神

二
宮
尊
徳
翁

毎
月
一
・
十
五
日
に
月
次
祭

一
月
一
日

歳
旦
祭

一
月
二
日

筆
ま
つ
り

二
月
十
一
日

建
国
祭

四
月
十
五
日

例
祭

六
月
三
十
日

夏
越
の
大
祓

九
月
第
三
日
曜
日神
徳
景
仰
祭

十
二
月
三
十
一
日師
走
の
大
祓

除
夜
祭

江
戸
時
代
後
期
の
農
政
家
・
思

想
家
。
通
称
金
次
郎
。
尊
徳
は

武
士
と
し
て
の
名
乗
り
。
幼
少
時

の
逸
話
が
一
般
に
知
ら
れ
て
い

る
が
、
後
に
報
徳
仕
法
と
呼
ば
れ

る
独
自
の
方
法
と
理
念
で
、
小
田

原
藩
や
日
光
神
領
な
ど
を
含
む
、

諸
家
諸
領
の
復
興
に
尽
く
し
た
。

祭
典

由
緒

f脱背奔生先奄､一 ［
一
七
八
七
～
一
八
五
六
］

四
、
幕
臣
二
宮
尊
徳

一
、
苦
難
の
少
年
時
代

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
四

月
、
福
住
正
兄
が
中
心
と
な
り
、

二
宮
尊
徳
翁
の
教
え
を
慕
う
６
カ

国
（
伊
豆
、
三
河
、
遠
江
、
駿
河
、
甲

斐
、
相
模
）
の
報
徳
社
の
総
意
に
よ

り
、
尊
徳
翁
を
御
祭
神
と
し
て
、

生
誕
地
で
あ
る
小
田
原
の
小
田
原

城
二
の
丸
小
峰
曲
輪
の
一
角
に
、

神
社
が
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）

本
殿
・
幣
殿
を
新
築
、
拝
殿
を

改
築
し
、
神
苑
を
拡
張
し
現
在
の

社
地
の
景
観
へ
整
え
ま
し
た
。

天
保
十
三
年
、
五
十
六
歳
で
幕

府
に
登
用
さ
れ
、
利
根
川
分
水
路

測
量
調
査
や
「
仕
法
雛
形
」
の
作

成
に
続
い
て
、
日
光
御
神
領
の
復

興
仕
法
等
に
没
頭
し
た
が
、
そ
の

受
命
の
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

の
頃
か
ら
病
気
が
ち
と
な
り
、
体

調
不
十
分
の
中
を
現
地
の
回
村

調
査
指
導
を
強
行
し
病
再
発
、
事

業
半
ば
で
安
政
三
年
（
一
八
五

六
）
で
没
し
た
。
享
年
七
○
歳
。

こ
う
し
て
尊
徳
翁
の
後
半
生

金
次
郎
は
相
模
国
栢
山
村
（
現

小
田
原
市
）
の
比
較
的
裕
福
な
農

家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
し

か
し
五
歳
の
時
、
酒
匂
川
の
洪
水

で
田
畑
が
壊
滅
し
て
一
家
は
没

落
。
金
次
郎
は
早
朝
か
ら
日
が
暮

れ
る
ま
で
野
良
仕
事
に
精
出
し
、

夜
は
遅
く
ま
で
縄
な
い
に
励
み
、

時
に
は
、
小
さ
な
身
体
で
父
の
代
わ

り
に
酒
匂
川
の
堤
防
工
事
に
も
出

た
。
ま
た
、
山
に
薪
採
り
に
も
行

き
、
そ
れ
を
町
に
売
り
に
も
行
っ
て

貧
し
い
家
計
を
助
け
た
・
少
年
金

次
郎
像
は
こ
の
頃
を
イ
メ
ー
ジ
し

薪
を
背
負
っ
て
歩
き
な
が
ら
本

を
読
む
金
次
郎
の
姿
が
初
め
て

登
場
し
た
の
は
明
治
二
十
四
年

（
一
八
九
こ
に
出
版
さ
れ
た

幸
田
露
伴
の
「
二
宮
尊
徳
翁
」

と
い
う
本
の
挿
絵
で
し
た
。

当
神
社
に
あ
る
少
年
像
は
昭

和
三
年
、
昭
和
天
皇
即
位
御
大

の
及
ぶ
限
り
応
じ
て
窮
乏
を
救
っ

た
。
特
に
天
保
の
大
飢
饅
の
際
に

は
、
小
田
原
藩
や
茂
木
・
烏
山
藩
を

は
じ
め
各
地
の
飢
え
を
救
っ
た
。

社
殿

二
宮
金
次
郎
像

二
、
「
そ
の
身
は
勿
論
、

村
為
に
も
な
り
」

二
十
五
歳
の
時
、
小
田
原
藩
家

老
服
部
家
の
若
党
に
な
り
、
同
家

の
奉
公
人
達
に
呼
び
か
け
て
「
五

は
、
時
に
は
生
命
の
危
険
に
も
遭

い
な
が
ら
、
人
々
の
困
窮
を
救

い
、
村
々
の
荒
廃
を
興
し
「
東
西

南
北
の
人
民
の
安
堵
」
の
た
め
に

捧
げ
た
の
で
あ
り
、
直
接
・
間
接

に
指
導
し
た
農
村
は
六
○
○
余

に
も
の
ぼ
る
。

ま
た
、
内
村
鑑
三
著
「
代
表
的

日
本
人
」
の
中
で
も
、
十
九
世
紀

末
、
欧
米
諸
国
に
対
し
て
「
日
本

人
の
中
に
も
、
こ
れ
ほ
ど
素
晴
ら

し
い
人
物
が
い
る
」
と
苦
難
の
時

代
を
救
っ
た
偉
人
と
し
て
尊
徳

翁
は
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
明
治
時

代
以
降
の
政
財
界
人
に
も
多
く

の
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

尊
徳
翁
の
教
訓
や
訓
言
は
、
今

の
時
代
に
も
通
じ
る
、
私
達
が
手
本

と
す
べ
き
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

た
も
の
で
あ
る
。
十
四
歳
で
父
を
、

十
六
歳
で
母
を
失
い
、
兄
弟
離
れ

離
れ
と
な
り
親
類
に
預
け
ら
れ
た
。

こ
ん
な
中
で
も
、
わ
ず
か
な
時
間

を
も
無
駄
に
せ
ず
、
読
書
に
励
み
、

菜
種
や
捨
苗
の
栽
培
か
ら
「
積
小

為
大
」
の
理
を
悟
り
、
以
後
こ
れ

を
実
践
し
、
二
十
四
歳
の
時
に
は
、

一
町
四
反
余
の
農
地
を
持
ち
、
見

事
に
一
家
の
再
興
を
果
た
し
た
。

礼
記
念
と
し
て
神
戸
の
中
村
直

吉
氏
よ
り
寄
進
さ
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ

像
。
製
作
者
は
三
代
目
慶
寺
丹

長
。
こ
れ
と
同
じ
像
は
、
全
国
の

小
学
校
に
向
け
て
約
一
千
体
制

作
さ
れ
ま
し
た
が
、
戦
時
中
全
て

供
出
に
遇
い
、
現
在
残
っ
て
い

る
の
は
こ
の
一
体
だ
け
で
す
。

尚
、
こ
の
像
は
当
時
の
メ
ー
ト

ル
法
普
及
の
意
図
を
反
映
し
て

ち
ょ
う
ど
１
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に

制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
は
創

建
百
年
記
念
奉
告
祭
を
斎
行
し

て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

社
殿
は
神
明
造
り
。

な
お
、
拝
殿
礎
石
は
天
保
の
大

飢
餓
の
際
、
藩
主
大
久
保
公
の
命

に
よ
り
尊
徳
翁
が
小
田
原
城
内

の
米
蔵
を
開
き
、
米
が
人
々
の
手

に
わ
た
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
小
田
原

十
一
万
石
の
領
内
か
ら
一
人
も
餓
死

者
も
出
さ
ず
に
す
ん
だ
と
い
う
、

そ
の
米
蔵
の
礎
石
が
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。


